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σck=240kg/cm2（地覆・基礎・小橋台）
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GL=5.800m+27.400m+7.600ｍ＝40.800m
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碇ヶ関古懸沢田舘岸舘ノ平線
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表面処理工
（浸透性保護塗装材）
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橋梁補修計画一般図

（浸透性保護塗装材）
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古　館　橋
図 示

図面番号 葉中

縮尺

箇    所

工事番号

路  線

河  川
名

施    行

主桁補修図(中央径間)

P1 P2

1
0
0

1
0
6
1

2
0

39
5

雪庇防止パネル
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浸透性保護塗装工

既設コンクリート
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浸透性保護塗装工〔留意事項〕

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

2.断面欠損部や脆弱部等は断面修復工を行う。

3.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

5.図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

4.作業完了後に降雨にさらされないよう天候に配慮する。（中央径間部）

（高分子系）
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橋梁補修　　工事令和３年度

平　土　第　　　　号

平川市 碇ヶ関古懸 地内

碇ヶ関古懸沢田舘岸舘ノ平線
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7600

10
0

1
06
1

2
0

39
5

3
9
5
2
0

1
06
1

1
00

浸透性保護塗装工詳細図

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

2.断面欠損部や脆弱部等は断面修復工を行う。

3.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

5.図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

4.施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨にさらされないよう養生を行う。

浸透性保護塗装工〔留意事項〕

（高分子系）

既設コンクリート

浸透性保護塗装工
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橋梁補修　　工事令和３年度

平　土　第　　　　号

平川市 碇ヶ関古懸 地内

碇ヶ関古懸沢田舘岸舘ノ平線
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古　館　橋
図 示

図面番号 葉中

縮尺

箇    所

工事番号

路  線
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浸透性保護塗装工〔留意事項〕

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

2.断面欠損部や脆弱部等は断面修復工を行う。

3.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

5.図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

4.施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨にさらされないよう養生を行う。

（高分子系）
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浸透性保護塗装工 浸透性保護塗装工
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至　東京至　青森
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〔特記事項〕

1. 図中、詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

2. はつり処理にあたり既設面との境界部がフェザーエッジにならないよう

   ディスクカッターで10～20mm程度の切込みを入れる。

3. 脆弱部を撤去後、露出した鉄筋は錆を除去し、防錆措置を行うこと。

4. 表記以外の損傷箇所が確認された場合は、補修範囲について

　 協議を行う。

浸透性保護塗装工〔留意事項〕

1.既設コンクリートの塗布面は、下地処理を行い汚れや付着物を除去する。

2.断面欠損部や脆弱部等は断面修復工を行う。

3.塗布面の乾燥状態を確認した上で、ローラーハケまたは噴霧機にて含浸させる。

5.図中詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

4.施工時は周囲に飛散しないよう、作業完了後(24時間)は降雨にさらされないよう養生を行う。

（高分子系）
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8

S=1/100

東京側側面図

平　　川　　市

青　　森　　県

浸透性保護塗装工詳細図

正 面 図青森側側面図

1-1断面図 2-2断面図

側 面 図 正 面 図

基部拡大図
断面修復工詳細図

古館橋　P2橋脚補修図
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橋梁補修　　工事令和３年度

平　土　第　　　　号

平川市 碇ヶ関古懸 地内

碇ヶ関古懸沢田舘岸舘ノ平線

400 400

6
0
60

200

2200

7
0
7

7
8
72

浸透性保護塗装工

浸透性保護塗装工

保護コンクリート工 保護コンクリート工

浸透性保護塗装工

浸透性保護塗装工

断面修復工(400×500)

保護コンクリート工

保護コンクリート工

浸透性保護塗装工 浸透性保護塗装工

浸透性保護塗装工

チッピング(t=2cm)



古　館　橋
図 示

図面番号 葉中

縮尺

箇    所

工事番号

路  線

河  川
名

施    行

伸縮装置補修詳細図

モルタル補強CFRP層
(強化プラスチック)

（弾性ゴム）
ジョイントシールゴム

（ステンレス板）

（20）

プライマー塗布

ゴム用接着剤塗布

樹脂モルタル（1:4配合）

樹脂モルタル（1:5配合）
t=5mm

D 150150

コーナー金具

（後打ちモルタル）

538

t=1.5

41
.5

プライマー塗布

遊間 W

弾性シーリング材
20

バックアップ材

▽舗装面▽舗装面

4
0

41

天然ゴム発泡体

既設橋面As舗装

2
0

41
.515

1
0

16
.5

30

40設
置
遊
間
D
 （

mm
）

80

70

60

50

40

30

20

施工時温度（℃）

403020100-10-20

伸縮量：⊿L

⊿L = 0.5 x L + （余裕量)

3
8

4016040

上部工床版小橋台パラペット

t=50mm (20mmタイプ)

弾性シーリング材 弾性シーリング材

地覆止水処理工

ゴムジョイント取替え工

(20mmタイプ)

遊
間
量

（既設取壊し撤去t=5cm）

伸縮装置後打ちモルタル

（t=5cm）

伸縮装置後打ちモルタル

（シリコーン系目地材）

（シリコーン系目地材）

※図中詳細寸法は現地再測の上決定のこと。

150 150

150 150

3500

3500

16x200=3200

16x200=3200

既設舗装

(5
0
)

プライマー塗布

L：上部構造 40.800m/2

    = 0.5 x 20.4 + (10)

    = 10.2mm + (10)

S=1/4

（ 伸縮量20mm ）

S=1/3

S=1/30

210510402_古館橋

S=1/30

7

8

青　　森　　県

平　　川　　市
正　面　図

伸縮装置断面図 ジョイントシールゴム断面図

コーナー金具詳細図

地覆止水処理工詳細図
設置遊間表

平　面　図

古館橋　伸縮装置補修詳細図

※上部工側及び小橋台は既設伸縮モルタルを斫り取り箱抜きを行う。

　既存の状況によっては事前に舗装カッターを行う。

弾性シーリング材
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0 20
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5003500500
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地覆止水処理工
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2
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4500

2
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500 3500 500

ゴムジョイント取替え工伸縮装置後打ちモルタル

橋梁補修　　工事令和３年度

平　土　第　　　　号

平川市 碇ヶ関古懸 地内

碇ヶ関古懸沢田舘岸舘ノ平線

バックアップ材



古　館　橋
図 示

図面番号 葉中

縮尺

箇    所

工事番号

路  線

河  川
名

施    行

仮設足場工図(参考図)

高所作業車高所作業車

保　安　材

コーン・矢印

24200

5800 7600

2020

中央径間 27400

40840

40800

側径間側径間

橋　長

桁　長

昇降階段

ぬのパイプ(単管)

控えパイプ(単管)

腕木パイプ

足場板

2020

中央径間 27400

40840

40800

橋　長

桁　長

自在ジャッキベース

(アンカーまたはピン固定)

腕木パイプ

控えパイプ(単管)

ぬのパイプ(単管)

昇降階段

養生シート 足場板

工事用仮設フェンス

N=6基

仮設防護柵(5.0m/基)

控えパイプ

またはのり面ブロック部

コンクリート壁

建地パイプ

自在クランプ固定

自在ジャッキベース

約
19

0

またはのり面ブロック部

コンクリート壁

直行クランプ固定

(ぬのパイプと控えパイプの固定)

建地パイプ

自在クランプ固定

控えパイプ

ぬのパイプ

壁つなぎ用ボルト
コンクリートアンカー(M12)

自在ジャッキベース

約
19

0

ぬのパイプ

自在クランプ固定

単管固定用くい(φ48.6)

約
19

0

自在ジャッキベース

アンカーまたはピン固定

控えパイプ

P
2 
8
00
0

P
2
 6
1
00

単管足場（正面）

N=12基

8

8

210510402_古館橋

A2

P2

〔下り線〕 〔上り線〕

〔追越車線〕 〔走行車線〕〔追越車線〕〔走行車線〕

P1

A1

〔追越車線〕

〔下り線〕

〔走行車線〕

A1

P1

〔追越車線〕 〔走行車線〕

〔上り線〕

P2

A2

（コンクリート壁部） S=1/15 S=1/15（土部分）

S=1/15

青　　森　　県

平　　川　　市

S=1/100

正　面　図

【側径間・垂直材・斜材補修時】

【中央径間補修時】

斜面壁つなぎ固定詳細図 斜面壁つなぎ固定詳細図

控えパイプ基部固定詳細図

工事用車両工事用車両

コーン・矢印

保　安　材 1200 1200 1200 1200

2400 2200 2400

7000

P
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@
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0
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6
40
0

5@1200=6000
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6@1200=7200

養生シート

板張防護

4
70
0

17
0
0

6
4
00

1
60
0

高所作業車施工範囲

古舘橋　仮設足場工図(参考図)

1600

9200

単管足場・板張防護撤去　N=3日

下り線-走行車線規制　N=6回

下り線-走行車線規制　N=2回

下り線-追越車線規制　N=2回

下り線-走行車線規制　N=8回

下り線-追越車線規制　N=2回

合計　ΣN=10回

7400 9200

固定足場施工範囲 固定足場施工範囲

固定足場施工範囲

側径間 5800 側径間 7600

固定足場施工範囲

左側径間補修足場

右側径間補修足場

上り線：NEXCO発注工事にて交通規制が行われるため本工事での規制不要

橋梁補修　　工事令和３年度

平　土　第　　　　号

平川市 碇ヶ関古懸 地内

碇ヶ関古懸沢田舘岸舘ノ平線
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単管足場・板張防護設置　N=3日
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